
透視図法（線遠近法）は、数ある遠近法の中でも、もっ
とも科学的で体系化された空間表現法です。具体的には、
遠方の水平線 HL に向けて真っすぐ延びる一本道の真ん
中に立ち、風景画を描くとします。まず、視点は常に一
定方向に固定する必要があり、遙かに続く道の先を見て
いるとします。その場合、道は道路脇の輪郭線 A・A’
を遠方に行くにつれ水平線上の一点（消失点 VP）に向
けて収束するように描き、道に並走する電線 B なども
同様にその一点に向けて描くことで遠近表現をするとい
うものです。この場合、画面は視点から消失点をつなぐ
線上の任意の位置で直交した平面部分 C になります。
西洋では、平面（2 次元）への立体空間（3 次元）表現
の試みは、古代ギリシャ・ローマ時代にすでに見ること
ができます。その後 15 世紀、イタリアのルネサンス期
に至り「線遠近法」としての理論が確立されました。こ
の時期に活躍した建築家のブルネレスキがその方法論を
生み出し、同じく建築家で芸術理論家のアルベルティに
よって体系化されました。17 世紀には、フランスの数
学者デザルグやモンジュによって、より完成されたとい
われています。
線遠近法の発見当初は、消失点を一つ持つ「一点透視法」
が多く用いられていましたが、場合によっては不自然な
部分が生じ、それを補うべく、消失点を二つ持つ「二点
透視法」や、消失点を三つ持つ「三点透視法」などが開
発されました。
ちなみに、透視図法の一般的な別称として、パースペク
ティブ、その略語でパースとも呼びます。

透視図法（線遠近法）

Copyright © 2007 Musashino Art University. All Rights Reserved. 

概要

とうしずほう（せんえんきんほう）

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/
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